
キリスト教教理入門

1. 神学をすること
2. 神の啓示
3. 神の性質
4. 神のみわざ
5. 人間
6. 罪

7. キリストの人格

8. キリストのみわざ

9. 聖霊

10. 救い

11. 教会

12. 終末



第三部 神論

『キリスト教神学』

１３章 神の偉大さ

１４章 神の慈しみ深
い善性

１５章 神の近さと隔た
り：内在性と超越性

１６章 神の三一性：
三位一体

『基督教教理入門』

８章 神の教理

９章 神の偉大さ

１０章 神の善良さ

１１章 神の三一性：
三位一体



第十章 神の善良さ

1. 道徳的特質
1. 道徳的純粋さ
2. 誠実さ
3. 愛

2. 神の愛と正義－緊張のポイント



第一節 道徳的特質
第一項 道徳的純粋さ

序

1. 聖さ
1. 威厳ある聖さ

2. 完全な純粋さ

3. 基準・動機付け

4. 信者もまた

2. 義
1. 他者との関係に適用され
た神の聖さ

2. 制定された律法に完全に
合致

3. 実在論者と唯名論者

３． 公正さ
1. 公けの義
2. 罪は明らかな結果を
3. 律法を公平に行使
4. 信者も見習うことを



第一節 道徳的特質
第二項 誠実さ

序

1. 純粋さ
1. まことの神
2. 現実そのものの御方

2. 真実さ
1. 偽ることの神
2. 信者に正直であるよう
に

３． 忠実さ
1. 真実さを証明すること
2. 約束を成就される
3. 神への約束・仲間への
約束



第一節 道徳的特質
第三項 愛

序

1. 博愛
1. 人々の幸福への関心
2. アガペーの愛
3. 神のなされたものの内
に

4. 実際的な世話と供給

2. 恵み
1. 気前のよさ
2. 旧約における描写

３． 憐れみ
• 貧窮者への優しさ

４． 忍耐
• 裁きを差し控えて

• 見捨てられず

• イスラエルに制限されず

• 永続的で執拗な赦し



第二節 神の愛と正義
緊張のポイント

1. 属性の間に緊張は？
2. 神の愛と神の正義の関係は
3. 愛のある正義、正しい愛
4. 罪には刑罰、愛は贖いとしてのキリストの提
供


